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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像処理装置であって、
　原稿を載置する原稿台と、
　前記原稿台の上に開閉可能な状態で取り付けられ、原稿を搬送する原稿送り部と、
　前記原稿送り部が原稿台を開放したか否かを検知する開閉センサと、
　前記原稿送り部が搬送する第１の原稿あるいは前記原稿台に載置した第２の原稿の画像
データを生成する画像読取部と、
　前記画像データに対する処理内容を示す情報を入力する操作部と、
　複数の動作モードボタンと、
　複数の動作モードごとの第１の設定を記憶する第１のメモリと、
　前記操作部に入力された情報に応じた第２の設定を記憶する第２のメモリと、
　前記第２のメモリが記憶する設定の保持を指示するホールドボタンと、
　前記開閉センサが前記原稿台の開放を検知した場合、前記ホールドボタンがオフ状態で
あれば前記第２のメモリが記憶する第２の設定を前記第１の設定に変更し、前記動作モー
ドボタンへの入力がある場合、前記ホールドボタンがオン状態であっても前記ホールドボ
タンをオフ状態にして前記第２のメモリが記憶する設定を入力されたボタンに対応する動
作モードの第１の設定に変更する制御部と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
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　さらに、原稿台上における原稿の有無を検知する原稿センサを有し、
　前記制御部は、前記開閉センサが前記原稿台の開放を検知し、かつ、前記原稿センサが
原稿台上の原稿を検知した場合、前記第２のメモリが記憶する第２の設定を前記第１の設
定に変更する、
　ことを特徴とする前記請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記ホールドボタンがオン状態であれば、前記開閉センサが前記原稿台
の開放を検知した場合であっても、前記第２のメモリが記憶する第２の設定を保持する、
　ことを特徴とする前記請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　画像処理装置であって、
　原稿を載置する原稿台と、
　前記原稿台の上に開閉可能な状態で取り付けられ、原稿を搬送する原稿送り部と、
　前記原稿送り部にセットした原稿を検知する給紙センサと、
　前記原稿送り部が搬送する第１の原稿あるいは前記原稿台に載置した第２の原稿の画像
データを生成する画像読取部と、
　前記画像データに対する処理内容を示す情報を入力する操作部と、
　第１の設定を記憶する第１のメモリと、
　前記操作部に入力された情報に応じた第２の設定を記憶する第２のメモリと、
　前記第２のメモリが記憶する設定に従って前記画像読取部が読取った画像データを処理
する処理部と、
　前記処理部による処理の終了後に前記操作部への操作が無い状態の経過時間がオートク
リアの設定時間を超えた場合、前記第２のメモリが記憶する設定を前記第１の設定に変更
し、前記処理部による処理の終了後に前記給紙センサが原稿を検知した場合、前記オート
クリアの設定時間と比較する前記経過時間を初期化する制御部と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　画像処理装置であって、
　原稿を載置する原稿台と、
　前記原稿台の上に開閉可能な状態で取り付けられ、原稿を搬送する原稿送り部と、
　前記原稿送り部が搬送する第１の原稿あるいは前記原稿台に載置した第２の原稿の画像
データを生成する画像読取部と、
　前記画像データに対する処理内容を示す情報を入力する操作部と、
　第１の設定を記憶する第１のメモリと、
　前記操作部に入力された情報に応じた第２の設定を記憶する第２のメモリと、
　前記第２のメモリが記憶する設定に従って前記画像読取部が読取った画像データを用紙
にプリントする画像形成部と、
　前記画像形成部が前記画像データをプリントした用紙を排紙する排紙部と、
　前記排紙部における用紙を検知する排紙部センサと、
　前記画像形成部によるプリントの終了後に前記操作部への操作が無い状態の経過時間が
オートクリアの設定時間を超えた場合、前記第２のメモリが記憶する設定を前記第１の設
定に変更し、前記画像形成部によるプリントの終了後に前記排紙部センサが用紙を検知し
た場合、前記オートクリアの設定時間と比較する前記経過時間を初期化する制御部と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　画像処理装置であって、
　原稿を載置する原稿台と、
　前記原稿台の上に開閉可能な状態で取り付けられ、原稿を搬送する原稿送り部と、
　前記原稿送り部が搬送する第１の原稿あるいは前記原稿台に載置した第２の原稿の画像
データを生成する画像読取部と、
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　前記画像データに対する処理内容を示す情報を入力する操作部と、
　第１の設定を記憶する第１のメモリと、
　前記操作部に入力された情報に応じた第２の設定を記憶する第２のメモリと、
　前記第２のメモリが記憶する設定に従って前記画像読取部が読取った画像データを処理
する処理部と、
　前記処理部により実行した処理において前記画像読取部が原稿送り部の原稿をスキャン
した場合にはオートクリアの設定時間として第１の時間を設定し、前記処理部により実行
した処理において前記画像読取部が原稿台上の原稿をスキャンした場合にはオートクリア
の設定時間として第１の時間よりも短い第２の時間を設定し、前記処理部による処理の終
了後に前記操作部への操作が無い状態の経過時間がオートクリアの設定時間を超えた場合
、前記第２のメモリが記憶する設定を前記第１の設定に変更する制御部と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記原稿送り部が閉じたことを前記開閉センサが検知してからの経過時
間が前記第２の時間を越えた場合、前記第２のメモリが記憶する第２の設定を前記第１の
設定に変更する、
　ことを特徴とする前記請求項６に記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明の実施形態は、例えば、画像処理装置および画像処理装置における画像処理の
設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル複合機などの画像処理装置は、多くのユーザが共用する運用形態が多い。複数
のユーザが共用するデジタル複合機は、直前に使用したユーザの設定内容が残ることがあ
る。前のユーザがした設定が残っている場合、次にデジタル複合機を使用するユーザは、
操作パネルを操作して前のユーザがした設定をクリアする必要がある。複数のユーザが使
用するデジタル複合機は、デフォルトの設定で良い場合であっても、処理を開始する前に
、前のユーザがした設定をクリアする操作が必要となることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２５８６７８号公報
【特許文献１】特開２００６－２０８４７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明の一形態は、効率的に設定が行える画像処理装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の一形態としての画像処理装置は、原稿台、原稿送り部、開閉センサ、画像読
取部、操作部、複数の動作モードボタン、第１のメモリ、第２のメモリ、ホールドボタン
、および制御部を有する。原稿台は、原稿を載置する。原稿送り部は、前記原稿台の上に
開閉可能な状態で取り付けられ、原稿を搬送する。開閉センサは、前記原稿送り部が原稿
台を開放したか否かを検知する。画像読取部は、前記原稿送り部が搬送する第１の原稿あ
るいは前記原稿台に載置した第２の原稿の画像データを生成する。操作部は、前記画像デ
ータに対する処理内容を示す情報を入力する。第１のメモリは、複数の動作モードごとの
第１の設定を記憶する。第２のメモリは、前記操作部に入力された情報に応じた第２の設
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定を記憶する。ホールドボタンは、前記第２のメモリが記憶する設定の保持を指示する。
制御部は、前記開閉センサが前記原稿台の開放を検知した場合、前記ホールドボタンがオ
フ状態であれば前記第２のメモリが記憶する第２の設定を前記第１の設定に変更し、前記
動作モードボタンへの入力がある場合、前記ホールドボタンがオン状態であっても前記ホ
ールドボタンをオフ状態にして前記第２のメモリが記憶する設定を入力されたボタンに対
応する動作モードの第１の設定に変更する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、デジタル複合機の構成例を示す外観図である。
【図２】図２は、デジタル複合機の構成例を示す断面図である。
【図３】図３は、コントロールパネルの構成例を示す図である。
【図４】図４は、デジタル複合機における制御系の構成例を説明するためのブロック図で
ある。
【図５】図５は、設定内容のオートクリアを説明するためのフローチャートを示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　まず、画像処置装置としてのデジタル複合機（ＭＦＰ，Multi-Functional Peripheral
）の構成について説明する。　
　図１は、デジタル複合機の外観構成例を示す斜視図である。また、図２は、デジタル複
合機の内部構成例を概略的に示す断面図である。図１に示すように、デジタル複合機は、
スキャナ１、プリンタ２、フィニッシャ３、コントロールパネル４を有する。
【０００８】
　スキャナ１は、デジタル複合機の本体上部に設置する。スキャナ１は、原稿の画像を光
学的に読み取る装置である。スキャナ１は、原稿における主走査方向の１ライン分の画像
を画像データに変換するＣＣＤラインセンサを含む光電変換部としての画像読取部１０を
有する。画像読取部１０は、原稿の副走査方向にＣＣＤラインセンサで原稿を走査するこ
とにより原稿全体の画像を読み取る。
【０００９】
　スキャナ１は、原稿台ガラス１１および原稿センサ１２を有する。原稿台ガラス１１は
、画像読取部１０がスキャンする原稿を載置する。画像読取部１０は、原稿台ガラス１１
のガラスを介して原稿台ガラス１１上の原稿をスキャンする。原稿センサ１２は、原稿台
ガラス１１上の原稿を検知する。原稿センサ１２は、原稿台ガラス１１上における原稿の
有無を示す信号を出力する。原稿センサ１２は、原稿台ガラス１１上の原稿サイズを検知
する。
【００１０】
　スキャナ１は、自動原稿送り装置（ＡＤＦ：Auto Document Feeder）１３を有する。Ａ
ＤＦ１３は、給紙トレイ１４および給紙トレイセンサ１５を有する。給紙トレイ１４は、
読取対象とする原稿を保持する。給紙トレイセンサ１５は、給紙トレイ１４に原稿がある
か否かを検知する。ＡＤＦ１３は、給紙トレイ１４が保持する原稿を１枚ずつ搬送する。
スキャナ１は、ＡＤＦ１３が搬送する原稿の画像を読み取る。
【００１１】
　スキャナ１において、ＡＤＦ１３は、原稿台ガラス１１上に載置した原稿に対するカバ
ーとしても機能する。ＡＤＦ１３は、全体が開閉可能な状態で、デジタル複合機本体にお
ける原稿台ガラス１１の上に取り付ける。スキャナ１は、ＡＤＦ１３の開閉状態を検知す
る開閉センサ１６を有する。ユーザが原稿台ガラス１１に原稿をセットする場合、原稿カ
バーとしてのＡＤＦ１３が開くため、開閉センサ１６は、開放状態を示す信号を出力する
。
【００１２】
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　上記プリンタ２は、給紙カセット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃを有する。これらの給紙カセ
ット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃは、画像をプリントする被画像形成媒体としての用紙を収納
する。たとえば、各給紙カセット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃは、デジタル複合機本体の下部
に着脱可能である。各給紙カセット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃは、それぞれ給紙ローラ２２
Ａ，２２Ｂ，２２Ｃを有する。各給紙ローラ２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃは、各給紙カセット
２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃから用紙を一枚ずつ取り出す。
【００１３】
　搬送部２３は、プリンタ２内で用紙を搬送する。搬送部２３は、複数の搬送ローラ２３
ａ～２３ｆおよびレジストローラ２４を有する。搬送部２３は、各給紙ローラ２２Ａ，２
２Ｂ，２２Ｃが取り出した用紙をレジストローラ２４へ用紙を搬送する。上記レジストロ
ーラ２４は、画像を転写するタイミングで用紙を転写位置へ搬送する。
【００１４】
　複数の画像形成部２５（２５Ｙ、２５Ｍ、２５Ｃ、２５Ｋ）は、それぞれ各色（イエロ
ー、マゼンタ、シアン、ブラック）の画像を形成する。露光部２６は、各画像形成部２５
（２５Ｙ、２５Ｍ、２５Ｃ、２５Ｋ）における像担持体に各色で現像される画像としての
静電潜像を形成する。中間転写ベルト２７は、中間転写体である。各画像形成部２５（２
５Ｙ、２５Ｍ、２５Ｃ、２５Ｋ）は、それぞれ各色（イエロー、マゼンタ、シアン、ブラ
ック）のトナーで静電潜像を現像することによりトナー像を中間転写ベルト２７上に形成
する。
【００１５】
　各画像形成部２５Ｙ、２５Ｍ、２５Ｃおよび２５Ｋは、各色（イエロー、マゼンタ、シ
アン、ブラック）のトナーで現像したトナー像を中間転写ベルト２７上に重ねて転写する
（１次転写する）。中間転写ベルト２７は、各色のトナー像が重なり合ったカラー画像を
保持する。転写部２８は、中間転写ベルト２７上の複数色のトナーによるカラー画像を２
次転写位置において用紙に転写する。２次転写位置は、中間転写ベルト２７上のトナー像
を用紙に転写する位置である。２次転写位置は、支持ローラ２８ａおよび２次転写ローラ
２８ｂが対向する位置である。レジストローラ２４は、中間転写ベルト２７上のトナー画
像にタイミングを合わせて用紙を２次転写位置へ搬送する。
【００１６】
　転写部２８は、トナー像を転写した用紙を定着部２９へ供給する。定着部２９は、トナ
ー像を用紙に定着する。定着部２９は、上記転写部２８がトナー像を転写した用紙を加圧
状態で加熱する。定着部２９は、定着処理した用紙を排紙部３０あるいはフィニッシャ３
の何れかへ搬送する。排紙部３０は、排紙センサ３１ａと用紙センサ３１ｂとを有する。
排紙センサ３１ａは、排紙部３０への用紙の出力を検知する。用紙センサ３１ｂは、排紙
部３０に用紙が存在するか否かを検知する。　
　なお、図２に示すプリンタ２は、電子写真方式のプリンタである。ただし、本実施の形
態のプリンタは、電子写真方式に限定されるものでない。本実施の形態は、たとえば、イ
ンクジェット方式あるいは熱転写方式などの電子写真方式以外のプリンタにも適用できる
。
【００１７】
　フィニッシャ３は、プリンタ２が画像を形成した用紙を処理する排紙機構部３２を有す
る。フィニッシャ３は、プリンタ２が画像を形成した用紙を集積する排紙トレイ３３を有
する。たとえば、排紙機構部３２は、プリンタ２が一部単位の用紙が排紙するごとに排紙
トレイ３３を動かす。フィニッシャ３は、排紙トレイセンサ３４を有する。排紙トレイセ
ンサ３４は、排紙トレイ３３に用紙が載っているか否かを検知する。フィニッシャ３は、
排紙トレイ３３に集積した用紙をステープルする機能あるいはホールパンチする機能を有
するものであっても良い。
【００１８】
　コントロールパネル４は、ユーザインターフェースである。コントロールパネル４は、
案内を表示したり、操作ボタンあるいはアイコンの入力を受け付けたりする。たとえば、
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ユーザは、コントロールパネル４において設定情報を入力する。
【００１９】
　図３は、コントロールパネル４の構成例を示す図である。図３に示す例では、コントロ
ールパネル４は、表示装置４１、タッチパネル４２、および、複数の操作ボタン４３（４
３ａ～４３ｐ）を有する。表示装置４１は、案内を表示する。表示装置４１は、表示画面
上にタッチパネル４２を有する。タッチパネル４２は、表示装置４１の表示画面上におい
てユーザがタッチした部位を検知する。ユーザは、表示装置４１が表示するアイコンをタ
ッチパネル４２により選択できる。
【００２０】
　複数の操作ボタン４３は、メニューボタン４３ａ、動作モード選択ボタン（コピーボタ
ン４３ｂ、ファイリングボックスボタン４３ｃ、スキャナボタン４３ｄ、プリントボタン
４３ｅ、ファックスボタン４３ｆ）、設定登録ボタン（設定ボタン）４３ｇ、割込みボタ
ン４３ｈ、カウンタボタン４３ｉ、節電ボタン４３ｊ、電源ボタン４３ｋ、リセットボタ
ン４３ｌ、ストップボタン４３ｍ、スタートボタン４３ｎ、クリアボタン４３ｏ、テンキ
ー４３ｐ、および設定ホールドボタン４３ｑなど有する。
【００２１】
　メニューボタン４３ａは、メニュー画面の表示を指示するボタンである。メニューボタ
ン４３ａを押すと、表示装置４１は、よく使うテンプレートを表示する。コピーボタン４
３ｂは、動作モードとしてコピーモードを指示するボタンである。ファイリングボックス
ボタン４３ｃは、保存した画像データの取り出しを指示するボタンである。スキャンボタ
ン４３ｄは、動作モードとしてスキャンモードを指示するボタンである。プリントボタン
４３ｅは、プライベート印刷などのために、動作モードとしてプリントモードを指示する
ボタンである。ファックスボタン４３ｆは、動作モードとしてファクスモードを指示する
ボタンである。
【００２２】
　たとえば、コピーモードを利用する場合、ユーザは、コピーボタン４３ｂを押す。ユー
ザがコピーボタン４３ｂを押すと、デジタル複合機は、コピーモードとなる。デジタル複
合機がコピーモードである場合、表示装置４１は、コピー設定画面を表示する。コピーボ
タン４３ｂを押した直後、表示装置４１は、コピーモードにおけるデフォルト設定を反映
したコピー設定画面を表示する。コピー設定画面を表示した状態において、ユーザは、設
定内容を希望の設定内容に変更できる。たとえば、テンキー４３ｐを押すことによりコピ
ー部数が変更できる。スタートボタン４３ｎを押すと、デジタル複合機は、表示装置４１
に表示した設定内容でコピーを実行する。
【００２３】
　スキャンモードを利用する場合、ユーザは、スキャンボタン４３ｄを押す。ユーザがス
キャンボタン４３ｄを押すと、デジタル複合機は、スキャンモードとなる。デジタル複合
機がスキャンモードである場合、表示装置４１は、スキャン設定画面を表示する。スキャ
ンボタン４３ｄを押した直後、表示装置４１は、スキャンモードにおけるデフォルト設定
を反映したスキャン設定画面を表示する。スキャン設定画面を表示した状態で設定内容が
変更できる。スタートボタン４３ｎを押すと、デジタル複合機は、表示装置４１に表示し
た設定内容でスキャンを実行する。たとえば、デジタル複合機は、ユーザが指定する保存
先へスキャンした原稿の画像データを保存する。
【００２４】
　ファックスモードを利用する場合、ユーザは、ファックスボタン４３ｆを押す。ユーザ
がファックスボタン４３ｆを押すと、デジタル複合機は、ファックスモードとなる。デジ
タル複合機がファックスモードである場合、表示装置４１は、ファックス設定画面を表示
する。ファックスボタン４３ｆを押した直後、表示装置４１は、ファックスモードにおけ
るデフォルト設定を反映したファックス設定画面を表示する。ファックス設定画面を表示
した状態で設定内容が変更できる。ファックス設定画面を表示した状態でテンキー４３ｐ
によりファックスの宛先としての電話番号を入力できる。スタートボタン４３ｎを押すと



(7) JP 5538084 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

、デジタル複合機は、表示装置４１に表示した電話番号へスキャンした画像データをファ
ックス送信する。
【００２５】
　設定ボタン４３ｇは、設定値を登録する場合に指示するボタンである。たとえば、設定
ボタン４３ｇを押すと、ユーザは、設定内容をオートクリアする設定時間（オートクリア
の設定時間）、案内画面などで表示する言語の切替、表示装置の表示画面の明るさ調整、
トナー像の階調補正の調整、用紙に対するトナー像の位置調整などの設定及び登録ができ
る。また、設定登録ボタン４３ｇを押すと、ユーザは、コピーモード、スキャンモード、
あるいは、ファクスモードなどの各動作モードごとのデフォルト値の変更を含む設定及び
登録ができる。設定ボタン４３ｇを押した後にユーザが設定したデフォルト値などの設定
値は、後述するシステム制御部５内のメモリ部５１に記憶する。
【００２６】
　割込みボタン４３ｈは、実行中のプリントを一時中断して別の処理の実行を指示するボ
タンである。カウンタボタン４３ｉは、カウンタの表示を指示するボタンである。節電ボ
タン４３ｊは、動作モードとして節電モードを指示するボタンである。電源ボタン４３ｋ
は、電源のオンを指示するボタンである。電源ボタン４３ｋはシャットダウンを指示する
ボタンであってもよい。リセットボタン４３ｌは、設定内容をクリアして、初期設定へ戻
ることを指示するボタンである。ストップボタン４３ｍは、動作の停止を指示するボタン
である。スタートボタン４３ｎは、コピー、スキャン、ファクスなどの動作の開始を指示
するボタンである。クリアボタン４３ｏは、コピー部数などのテンキー４３ｐで入力した
数値の訂正を指示するボタンである。テンキー４３ｐは、コピー部数などの数値を入力す
るたためのボタンである。
【００２７】
　設定ホールドボタン４３ｑは、現在の設定内容の保持を指示するボタンである。設定ホ
ールドボタン４３ｑがオンの状態である場合、デジタル複合機のシステム制御部は、現在
の設定内容を保持する。たとえば、オートクリア機能では、設定ホールドボタン４３ｑが
オンの状態であれば、現在の設定内容をクリアできない。設定ホールドボタン４３ｑは、
オン状態あるいはオフ状態をユーザが指示するボタンである。たとえば、設定ホールドボ
タン４３ｑは、ユーザが押す毎にオン状態とオフ状態とが切替わる。設定ホールドボタン
４３ｑがオンの状態であれば、表示装置４１は、現在の設定内容が保持されることを知ら
せるメッセージを表示する。
【００２８】
　設定ホールドボタン４３ｑがオンの状態であっても、動作モード選択ボタン（コピーボ
タン４３ｂ、ファイリングボックスボタン４３ｃ、スキャナボタン４３ｄ、プリントボタ
ン４３ｅ、ファックスボタン４３ｆ）が押されると、設定ホールドボタン４３ｑは、オフ
状態となる。設定ホールドボタン４３ｑがオンの状態においてユーザが動作モード選択ボ
タンが押されると、表示装置４１は、ユーザが選択した動作モードにおけるデフォルト設
定を反映した設定画面を表示する。
【００２９】
　システム制御部は、設定ホールドボタン４３ｑがオンの状態で維持される維持時間を記
憶し、設定ホールドボタン４３ｑがオンの状態になってから維持時間が経過したら設定ホ
ールドボタン４３ｑがオフの状態になってもよい。
【００３０】
　上記のように構成されるデジタル複合機の制御系の構成について説明する。　
　図４は、デジタル複合機における制御系の構成例を説明するためのブロック図である。
　
　デジタル複合機は、装置全体を制御するシステム制御部５を有する。システム制御部５
は、スキャナ１、プリンタ２、フィニッシャ３およびコントロールパネル４に接続する。
システム制御部５は、スキャナ１、プリンタ２、フィニッシャ３およびコントロールパネ
ル４を統括的に制御する。



(8) JP 5538084 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【００３１】
　上記システム制御部５は、メイン制御部（プロセッサ）５０、画像データ記憶部５２、
画像処理部５３、ＦＡＸ通信部５４、および、外部インターフェース（ＮＷ　Ｉ／Ｆ）５
５などを有する。　
　メイン制御部５０は、デジタル複合機全体を制御する。メイン制御部５０は、たとえば
、プロセッサ、ＲＡＭおよびＲＯＭを有する。メイン制御部５０は、スキャナ１、プリン
タ２、および、コントロールパネル４などの制御部に接続する。メイン制御部５０は、ス
キャナ１、プリンタ２、および、コントロールパネル４との双方向の通信により、各部へ
動作指示を出力したり、各部から種々の情報を取得したりする。たとえば、メイン制御部
５０は、現在の有効な設定内容に基づいて各部へ設定情報を出力する。メイン制御部５０
は、各部からセンサの検知信号および動作状態などを示す情報を入力する。
【００３２】
　メイン制御部５０は、設定情報などを記憶するメモリ部５１を有する。メモリ部５１は
、デフォルト設定としての第１の設定情報を記憶する第１のメモリ５１ａ、および現在の
設定内容としての第２の設定情報および動作状態を示すフラグなどの情報を記憶する第２
のメモリ５１ｂを有する。第１のメモリ５１ａは、書換え可能な不揮発性のメモリである
。第１のメモリ５１ａは、コピーモード、スキャンモードおよびファックスモードにおけ
るデフォルト設定（第１の設定情報）を記憶する。第２のメモリ５１ｂは、第２の設定情
報、動作状態を示す情報あるいは一時データ等を保持するワーキングメモリである。
【００３３】
　画像データ記憶部５２は、ハードディクスドライブ（ＨＤＤ）５２ａおよびページメモ
リ（ＰＭ）５２ｂを有する。ＨＤＤ５２ａは、大容量の記憶装置である。たとえば、ＨＤ
Ｄ５２ａは、複数の画像データを記憶する。ＨＤＤ５２ａには、画像データ以外の設定デ
ータあるいは制御プログラムなどを記憶しても良い。ページメモリ５２ｂは、処理の対象
とする画像データを展開するためのメモリである。画像処理部５３は、画像データを処理
する。画像処理部５３は、画像データを補正、圧縮あるいは伸張する。ＦＡＸ通信部５４
は、ファクシミリデータを送受信する。上記外部インターフェース５５は、外部装置とデ
ータ通信するインターフェースである。たとえば、上記外部インターフェース５５は、外
部装置からプリント用の画像データを入力する。
【００３４】
　上記スキャナ１は、スキャナ制御部６１を有する。スキャナ制御部６１は、システム制
御部５のメイン制御部５０と通信可能である。スキャナ制御部６１は、画像読取部１０お
よびＡＤＦ１３を制御する。スキャナ制御部６１は、メモリに記憶した制御プログラムを
プロセッサが実行することによりスキャナ１内の各部を制御する。スキャナ制御部６１は
、画像読取部１０により読取った画像データをシステム制御部５へ出力する。スキャナ制
御部６１は、給紙トレイセンサ１５によ検知信号および開閉センサ１６による検知信号を
メイン制御部５０へ出力する。
【００３５】
　上記プリンタ２は、プリンタ制御部６２を有する。プリンタ制御部６２は、システム制
御部５のメイン制御部５０と通信可能である。プリンタ制御部６２、プリンタ２内の搬送
部２３、画像形成部２５、露光部２６、転写部２８および定着部２９を制御する。プリン
タ制御部６２は、メモリに記憶した制御プログラムをプロセッサが実行することによりプ
リンタ２内の各部を制御する。プリンタ制御部６２は、プリンタ２内の各部による処理状
況をシステム制御部５のメイン制御部５０へ通知する。プリンタ制御部６２は、用紙セン
サ３１ｂによ検知信号をメイン制御部５０へ出力する。また、プリンタ制御部６２は、フ
ィニッシャ３のフィニッシャ制御部６３と通信可能である。プリンタ制御部６２は、フィ
ニッシャ３へ動作指示を出力したり、フィニッシャ３から種々の情報を取得したりする。
【００３６】
　上記フィニッシャ３は、フィニッシャ制御部６３を有する。フィニッシャ制御部６３は
、プリンタ２のプリンタ制御部６２と通信可能である。フィニッシャ制御部６３は、フィ
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ニッシャ３内の排紙機構部３２を制御する。フィニッシャ制御部６３は、メモリに記憶し
た制御プログラムをプロセッサが実行することによりフィニッシャ３内の各部を制御する
。フィニッシャ制御部６３は、フィニッシャ３での処理状況をプリンタ２へ通知する。フ
ィニッシャ制御部６３は、排紙トレイセンサ３４による検知信号をプリンタ制御部６２へ
出力する。プリンタ制御部６２は、排紙トレイセンサ３４による検知信号をメイン制御部
５０へ出力する。
【００３７】
　コントロールパネル４は、パネル制御部６４を有する。パネル制御部６４は、システム
制御部５のメイン制御部５０と通信可能である。パネル制御部６４は、表示装置４１、タ
ッチパネル４２、および操作ボタン４３に接続する。パネル制御部６４は、表示装置４１
により表示する表示画面を制御する。パネル制御部６４は、タッチパネル４２からの検知
信号によりユーザがタッチしたアイコンなどの表示部位を検知する。パネル制御部６４は
、ユーザがタッチした表示部位に表示したアイコンを示す情報をメイン制御部５０へ出力
する。パネル制御部６４は、ユーザが指示した操作ボタン４３を示す信号をメイン制御部
５０へ出力する。
【００３８】
　次に、デジタル複合機における設定情報のオートクリアについて説明する。　
　以下、原稿のスキャンを含む各種の処理（ジョブ）に対する設定について説明する。た
とえば、デジタル複合機では、原稿のスキャンを含むジョブとして、コピー処理、ファク
シミリ処理、スキャン処理などがある。コピー処理は、ユーザがコピーボタン４３ｂで指
示するコピーモードで実行する。ファクシミリ処理は、ユーザがファックスボタン４３ｆ
で指示するファックスモードで実行する。スキャン処理は、ユーザがスキャンボタン４３
ｄで指示するスキャンモードで実行する。
【００３９】
　たとえば、コピーモードにおいて、デジタル複合機は、複数の原稿の画像を編集してプ
リントするソートモードを有する。ソートモードでは、デジタル複合機は、プリントを開
始する前に複数の原稿の画像を読込む。デジタル複合機が、プリントを開始する前に全ペ
ージの複数の原稿の画像を読込むのでもよい。デジタル複合機が、プリントを開始する前
に一部の複数の原稿の画像を読込み、読込んだ画像のプリントを開始してから残りの複数
の原稿の画像を読込むのでもよい。原稿を原稿台ガラス１１に置く場合、デジタル複合機
は、全ページの原稿画像を読込むために、２ページ目以降の原稿の有無を確認しつつ、原
稿台ガラス１１上における原稿の交換（次ページの原稿のセット）を促す。
【００４０】
　ノンソートモードのコピーでは、原稿のスキャン完了を待たずにプリントを開始する。
ノンソートモードのコピーは、ソートモードのコピーに比べて１枚の原稿に対するコピー
時間が早い。デジタル複合機では、１枚の原稿に対するコピー時間を早くするため、コピ
ーモードのデフォルト設定がノンソートモードであることが多い。しかしながら、前のユ
ーザがソートモードでコピーした場合、ソートモードの設定をクリアしなければ、デフォ
ルト設定がノンソートモードであっても、コピーモードは、ソートモードのままである。
さらに、原稿台ガラス１１に置いた原稿を読み取る場合、ユーザが意図しないソードモー
ドの設定のままでは、ユーザの意図に反して、次ページ原稿の確認などの操作が必要とな
る。
【００４１】
　本実施の形態のデジタル複合機は、ＡＤＦ１３を開けて原稿台ガラス１１の上に原稿を
セットした場合、設定内容をデフォルト設定（例えばノンソートモード）に変更する。こ
の結果、ＡＤＦ１３を開けて原稿台ガラス１１の上に原稿をセットした場合、デジタル複
合機は、ユーザの操作無しで、デフォルト設定としてのコピー時間が早いノンソートモー
ドに変更できる。
【００４２】
　また、本実施の形態のデジタル複合機は、無操作の状態が設定時間を超えた場合、ある



(10) JP 5538084 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

いは、動作モードが変更された場合、現在の設定内容をクリアしてデフォルト設定に変更
するオートクリア機能を有する。本実施の形態のデジタル複合機のオートクリア機能では
、コントロールパネル４をユーザが操作した場合、ユーザがＡＤＦ１３に原稿をセットし
た場合、あるいは、プリント結果としての用紙が排紙部３０あるいは排紙トレイ３３に残
っている場合、現在の設定内容を保持する。
【００４３】
　図５は、デジタル複合機におけるオートクリアの動作を説明するためのフローチャート
である。　
　１つのジョブが終了すると、メイン制御部５０は、操作フラグおよび開閉フラグをオフ
にするとともに、放置時間（経過時間）Ｔを初期化（Ｔ＝０）とする（ＡＣＴ１０）。操
作フラグ、開閉フラグおよび放置時間Ｔは、メモリ部５１が記憶する。メイン制御部５０
は、ユーザがコントロールパネル４のタッチパネル４２にタッチしたり、操作ボタン４３
を押したりした場合（コントロールパネル４を操作した場合）、操作フラグをオンにする
。メイン制御部５０は、開閉センサ１６がＡＤＦ１３の開放状態を示す信号を出力した場
合、つまり、ユーザがＡＤＦ１３を開放した場合、開閉フラグをオンにする。メイン制御
部５０は、開閉センサ１６がＡＤＦ１３の開閉を検知した場合に開閉フラグをオンしても
良い。ユーザがコントロールパネル４に入力した設定情報は、現在の設定内容（第２の設
定情報）として第２のメモリ５１ｂが記憶する。
【００４４】
　各フラグと放置時間Ｔとを初期化すると、メイン制御部５０は、設定ホールドボタン４
３ｑがオン状態であるか否かを判断する（ＡＣＴ１１）。設定ホールドボタン４３ｑがオ
ン状態である場合（ＡＣＴ１１、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、オートクリア機能を無
効として現在の設定内容を保持しつつ、スタートボタン４３ｎの入力待ちとなる。ただし
、設定ホールドボタン４３ｑがオン状態である場合も、メイン制御部５０は、ユーザがコ
ントロールパネル４で入力した設定情報により第２のメモリ５１ｂに記憶する現在の設定
内容を更新する。
【００４５】
　設定ホールドボタン４３ｑがオン状態でないと判断した場合（ＡＣＴ１１、ＮＯ）、メ
イン制御部５０は、放置時間Ｔがオートクリアの設定時間（例えば３０秒）を超えたか否
かを判断する（ＡＣＴ１２）。ユーザがコントロールパネル４でオートクリアの設定時間
を設定できてもよい。放置時間Ｔがオートクリアの設定時間を超えた場合（ＡＣＴ１２、
ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、第２のメモリ５１ｂに記憶している現在の設定内容をク
リアする（ＡＣＴ１３）。現在の設定内容をクリア（リセット）する場合、メイン制御部
５０は、第２のメモリ５１ｂが記憶する現在の設定内容を現在の動作モード（例えば、コ
ピーモード、ＦＡＸモード、あるいはスキャナモード）におけるデフォルト設定に書き換
える。設定情報をクリア（デフォルト設定に変更）すると、メイン制御部５０は、デフォ
ルト設定の設定内容を示すレディ画面をコントロールパネル４の表示装置４１に表示する
（ＡＣＴ１４）。
【００４６】
　なお、設定時間による設定内容のオートクリア機能は、有効するか無効するかをユーザ
が選択しても良い。設定時間によるオートクリア機能を無効とした場合、メイン制御部５
０は、ＡＣＴ１２の処理を省略する。
【００４７】
　放置時間Ｔがオートクリアの設定時間内である場合（ＡＣＴ１２、ＮＯ）、メイン制御
部５０は、ＡＤＦ１３の給紙トレイ１４に原稿があるか否かを判断する（ＡＣＴ１５）。
メイン制御部５０は、給紙トレイセンサ１５の検知信号により給紙トレイ１４上に原稿が
あるか否かを判断する。ＡＤＦ１３の給紙トレイ１４上に用紙があると判断した場合（Ａ
ＣＴ１５、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、ＡＣＴ１０へ戻り、放置時間Ｔを初期化（Ｔ
＝０）する。本実施の形態のデジタル複合機は、ユーザがＡＤＦ１３の給紙トレイ１４に
原稿を載せる場合、現在の設定内容で当該原稿の画像を処理することを希望するものと判
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断し、第２のメモリ５１ｂが記憶する現在の設定内容を保持する。
【００４８】
　放置時間Ｔがオートクリアの設定時間内である場合（ＡＣＴ１２、ＮＯ）、メイン制御
部５０は、排紙部３０或は排紙トレイ３３上に用紙があるか否かを判断する（ＡＣＴ１６
）。メイン制御部５０は、用紙センサ３１ｂにより排紙部３０上に用紙があるか否かを判
断する。メイン制御部５０は、排紙トレイセンサ３４によりフィニッシャ３の排紙トレイ
３３上に用紙があるか否かを判断する。排紙部３０或は排紙トレイ３３上に用紙があると
判断した場合（ＡＣＴ１６、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、ＡＣＴ１０へ戻り、放置時
間Ｔを初期化（Ｔ＝０）する。本実施の形態のデジタル複合機は、排紙部３０或は排紙ト
レイ３３の用紙が残っている場合、ユーザが代っていないものと判断し、第２メモリ５１
ｂが記憶する現在の設定内容を保持する。
【００４９】
　放置時間Ｔがオートクリアの設定時間内である場合（ＡＣＴ１２、ＮＯ）、メイン制御
部５０は、ユーザによる操作がない状態（無操作状態）であるか否かを監視する。コント
ロールパネル４の操作ボタン４３あるいはタッチパネル４２に入力があると、操作フラグ
がオンとなる。メイン制御部５０は、無操作状態であるか否かを操作フラグがオンである
か否かにより判断する（ＡＣＴ１７）。　
　操作フラグがオンである場合（ＡＣＴ１７、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、動作モー
ドボタン４３ｂ～４３ｆ、設定クリア（リセット）ボタン４３ｌあるいはスタートボタン
４３ｎに入力があったか否かを判断する（ＡＣＴ１８、１９、２１）。
【００５０】
　動作モードボタン４３ｂ～４３ｆに入力があった場合、つまり、ユーザが動作モードボ
タン４３ｂ～４３ｆの何れかを押した場合（ＡＣＴ１８、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は
、設定ホールドボタン４３ｑをオフ状態にする（ＡＣＴ２０）。設定ホールドボタン４３
ｑをオフ状態にすると、メイン制御部５０は、動作モードを変更するとともに、第２メモ
リ５１ｂが記憶する現在の設定内容を第１のメモリ５１ａが記憶する当該動作モードのデ
フォルト設定に変更し（ＡＣＴ１３）、当該動作モードのレディ画面を表示装置４１に表
示する（ＡＣＴ１４）。設定ホールドボタン４３ｑがオン状態であっても、動作モードボ
タン４３ｂ～４３ｆに入力があれば、メイン制御部５０は、第２メモリ５１ｂが記憶する
現在の設定内容を入力された動作モードボタンに対応する動作モードのデフォルト設定に
変更する。
【００５１】
　設定クリアボタン４３ｌに入力があった場合、つまり、ユーザが現在の設定内容をクリ
アする設定クリアボタン（リセットボタン）４３ｌを押した場合（ＡＣＴ１９、ＹＥＳ）
、メイン制御部５０は、、設定ホールドボタン４３ｑをオフ状態にする（ＡＣＴ２０）。
設定ホールドボタン４３ｑをオフにすると、メイン制御部５０は、第２のメモリ５１ｂが
記憶する現在の設定内容を現在の動作モードのデフォルト設定に変更し（ＡＣＴ１３）、
レディ画面をコントロールパネル４の表示装置４１に表示する（ＡＣＴ１４）。
【００５２】
　スタートボタン４３ｎに入力があった場合、つまり、ユーザがスタートボタン４３ｎを
押した場合（ＡＣＴ２１、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、第２メモリ５１ｂが記憶する
現在の設定内容でジョブを実行する（ＡＣＴ２４）。
【００５３】
　動作モードボタン４３ｂ～４３ｆ、設定クリアボタン４３ｌおよびスタートボタン４３
ｎ以外の操作ボタン４３あるいはタッチパネル４２に入力があった場合、つまり、ユーザ
がコントロールパネル４を操作した場合（ＡＣＴ２１、ＮＯ）、メイン制御部５０は、Ａ
ＣＴ１０へ戻り、操作フラグをオフするとともに、放置時間Ｔを初期化（Ｔ＝０）する。
本実施の形態のデジタル複合機は、コントロールパネル４に入力がある場合、ユーザがス
キャン画像に対する処理モードの設定あるいは印刷部数の変更などの設定内容の変更など
の作業中であると判断し、第２のメモリ５１ｂが記憶する現在の設定内容を保持する。メ
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イン制御部５０は、ユーザがコントロールパネル４で入力した設定内容を現在の設定内容
として第２のメモリ５１ｂに記憶する。
【００５４】
　放置時間Ｔがオートクリアの設定時間以内である場合（ＡＣＴ１２、ＮＯ）、メイン制
御部５０は、開閉フラグがオンであるか否かを判断する（ＡＣＴ２２）。開閉フラグがオ
ンである場合（ＡＣＴ２２、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、さらに、原稿センサ１２の
検知信号により原稿台ガラス１１上に原稿が有るか否かを判断する（ＡＣＴ２３）。原稿
台ガラス１１上に原稿が有る場合（ＡＣＴ２２、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は、第２の
メモリ５１ｂが記憶する現在の設定内容を第１のメモリ５１ａが記憶する現在の動作モー
ドのデフォルト設定に変更し（ＡＣＴ１３）、レディ画面をコントロールパネル４の表示
装置４１に表示する（ＡＣＴ１４）。
【００５５】
　なお、ＡＤＦ１３が開放状態となった場合（開閉フラグがオンである場合）、メイン制
御部５０は、原稿台ガラス１１上における原稿の有無に関わらずに、現在の設定内容をク
リアするようにしても良い。また、開閉フラグがオンであると判断した場合、メイン制御
部５０は、ＡＤＦ１３を閉じてからの経過時間が原稿台ガラス用のオートクリア時間を超
えた場合、ＡＣＴ１３へ進み、現在の設定内容をクリアするようにしても良い。また、開
閉フラグがオンであると判断した場合、メイン制御部５０は、直前の処理を開始してから
の経過時間が原稿台ガラス用のオートクリア時間を超えた場合、ＡＣＴ１３へ進み、現在
の設定内容をクリアするようにしても良い。
【００５６】
　上記ＡＣＴ１２、２２、２３、１８、１９において、メイン制御部５０は、現在の設定
内容をクリアする条件となったか否かを判断する。本実施の形態のデジタル複合機では、
放置時間（無操作状態）がオートクリアの設定時間を超えた場合、ユーザがＡＤＦ１３を
開けて原稿台ガラス１１上に原稿をセットした場合、ユーザが動作モード選択ボタンが指
示した場合、あるいは、ユーザが設定クリアボタンを指示した場合、現在の設定内容をク
リアしてデフォルト設定に変更する。メイン制御部５０は、放置時間（無操作状態）がオ
ートクリアの設定時間を超えた後に原稿台ガラス１１上に原稿がセットされた場合、現在
の設定内容をクリアしてデフォルト設定に変更しても良い。
【００５７】
　ユーザがスタートボタン４３ｎを押すと（ＡＣＴ２１、ＹＥＳ）、メイン制御部５０は
、第２のメモリ５１ｂが記憶する現在の設定内容でジョブを実行する（ＡＣＴ２４）。ジ
ョブが終了すると、メイン制御部５０は、実行したジョブにおいてＡＤＦ１３が搬送する
原稿をスキャンしたか原稿台ガラス１１上の原稿をスキャンしたかを判断する（ＡＣＴ２
５）。
【００５８】
　ＡＤＦ１３が搬送する原稿をスキャンした場合（ＡＣＴ２５、ＹＥＳ）、メイン制御部
５０は、次のジョブまでのオートクリアの設定時間として、ＡＤＦ用のオートクリア時間
（第１の時間）を設定する（ＡＣＴ２６）。原稿台ガラス１１上の原稿をスキャンした場
合（ＡＣＴ２５、ＮＯ）、メイン制御部５０は、次のジョブまでのオートクリアの設定時
間として、原稿台ガラス用のオートクリア時間（第２の時間）を設定する（ＡＣＴ２７）
。ＡＤＦ用のオートクリア時間（第１の時間）と原稿台ガラス用のオートクリア時間（第
２の時間）とは、異なる時間が設定可能である。第１の時間及び第２の時間は、それぞれ
ユーザが設定できる。たとえば、原稿台ガラス用のオートクリア時間（第２の時間）は、
ＡＤＦ用のオートクリア時間（第１の時間）よりも短くしても良い。
【００５９】
　たとえば、直前のユーザが原稿台ガラス１１にセットした本の右ページと左ページとを
連続スキャンして編集するソートモードでジョブを実行したものとする。次のユーザが設
定をクリアする操作を行わなければ、原稿台ガラス１１にセットした原稿をノンソードモ
ードでスキャンすることを希望する場合であっても、オートクリアの設定時間が経過する
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までは、現在の設定内容（ソートモード）がクリアされない。原稿台ガラス１１の原稿を
ソートモードでスキャンする場合、デジタル複合機は、次原稿の有無の確認をユーザに要
求する。ノンソートモードでのスキャンを希望するユーザにとっては、次原稿の有無の確
認作業は、わずらわしく、無駄な作業である。
【００６０】
　原稿台ガラス用のオートクリア時間は、ＡＤＦ用のオートクリア時間よりも短く設定す
れば、原稿台ガラス１１上の原稿をスキャンした場合には設定内容がオートクリアし易く
なる。たとえば、ＡＤＦ用のオートクリア時間を３０秒に設定するのに対して、原稿台ガ
ラス用のオートクリア時間は、５～１５秒に設定する。また、原稿台ガラス用のオートク
リア時間は、ＡＤＦ１３を閉めた時を基準に５～１０秒でオートクリアしても良いし、ジ
ョブの開始から１５秒程度でオートクリアしても良い。原稿台ガラス用のオートクリア時
間をＡＤＦ用のオートクリア時間よりも短く設定することにより、間違いの少ない設定が
可能でパフォーマンスがよいデジタル複合機を提供できる。
【符号の説明】
【００６１】
　１…スキャナ、２…プリンタ、３…フィニッシャ、４…コントロールパネル、５…シス
テム制御部、１０…画像読取部、１１…原稿台ガラス、１２…原稿センサ、１３…自動原
稿送り装置（ＡＤＦ）、１４…給紙トレイ、１５…給紙トレイセンサ、１６…開閉センサ
、３０…排紙部、３１ａ…排紙センサ、３１ｂ…用紙センサ、３２…排紙機構部、３３…
排紙トレイ、３４…排紙トレイセンサ、４１…表示装置、４２…タッチパネル、４３…操
作ボタン、４３ｌ…リセットボタン、４３ｎ…スタートボタン、４３ｑ…設定ホールドボ
タン、４３ｂ～４３ｆ…動作モードボタン、４３ｌ…設定クリアボタン、５０…メイン制
御部、５１ａ…第１のメモリ、５１ｂ…第２のメモリ、５３…画像処理部、５４…ＦＡＸ
通信部、５５…外部インターフェース、６１…スキャナ制御部、６２…プリンタ制御部、
６３…フィニッシャ制御部、６４…パネル制御部。
【図１】 【図２】
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